
 

 

 

 

 

 

 

 
 
行 百 里 者 半 於 九 十                     

                       校 長   中 島  悟 
１月１日１６時１０分頃発生した、令和６年能登半島地震に際し、被災地の皆様に心よりお見舞い申

し上げますとともに、一日も早い復興をお祈りいたします。 
 
２０２４年、新しい年になりました。お正月は、ご家族でゆっくり過ごせたでしょうか。昨年は、保

護者の皆様、地域の皆様にはご支援･ご協力いただき感謝申し上げます。お陰様で、子どもたちは明るく
元気に、学校教育目標「豊かな心をもち、自己の能力（よさ）を最大限に発揮できる、心身共に健全な
子どもを育成」を達成すべく、様々な教育活動に集中して取り組むことができました。今年も岩槻小学
校の子どもたちが生き生きと輝く１年にしていきたいと思います。 
今年（２０２４年）は辰年です。辰は、十二支（ね、うし、とら、う、たつ、み、・・・）の中で、５

番目に登場します。十二支の中で唯一空想上の生き物で、権力や隆盛の象徴であることから、出世に大
きくかかわる年と言われています。学校生活に置き換えると、これまで努力してきたことが実を結ぶ年、
と言えそうです。 

  昨年のことですが、１１月２９日、３０日に６年生の子どもたちと、     
自然や歴史的文化を通して学ぶ、日光への修学旅行に行ってきました。  
一度延期になっての実施でした。華厳の滝見学、日光自然博物館見学、 
源泉見学、足湯体験、竜頭の滝見学、東照宮見学などを行いました。２  
日目、宿泊地のある奥日光では、雪が降り、雪吹雪の中、グループの写 
真撮影をしました。そして、いろは坂を下り、３０分後に着いた、日光 
市内の東照宮辺りは、快晴で紅葉が見られるなど、冬から秋へ、季節の 
逆戻りを、奇跡的に見ることができました。私は、何度も修学旅行に行 
っていますが、初めての経験でした。季節の移ろいを目の当たりにする 
ことができた思い出深いものとなりました。また、東照宮では、一人ひとりが事前の調べ学習から生まれ
た課題を解決しながら行動し、日光の歴史に十分触れることができたようです。２日間通して、岩槻小
学校の６年生らしく、チャレンジする姿、協力する姿、励まし合う姿が随所にみられ、本校のキャッチ
フレーズである、「あいさつ 笑顔 チャレンジ 岩槻小」を具現化した姿として示してくれました。最高
学年としての行動力や心遣いが感じられるよい旅でした。６年生の子どもたちには、修学旅行を通して
学んだことを、岩槻小のリーダーとして存分に発揮してくれることを願っています。保護者の皆様には
ご多用の中、早朝の見送り、帰校時のお出迎え等ありがとうございました。 
 
さて、本日始業式にあたり、講話の中で、子どもたちに次のような話をしました（要約）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

子どもたちは、新年に新たな夢や希望を抱き登校してきています。新年という「節目」を大切にしなが
ら、本校教職員も気持ちを新たに、子ども達のために全力を尽くしてまいります。今年も保護者の皆様、 
地域の皆様のご支援・ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あいさつ 笑顔 チャレンジ 
 

 

 

校 長 中島 悟   令和６年１月９日（火）１月号 

  〒339－0057 さいたま市岩槻区本町 5-6-45 TEL048-756-3341   
 HP https://iwatsuki-e.saitama-city.ed.jp/   E-mail: iwatsuki- e @ s a i t a m a - c i t y . e d . j p 

岩槻小だより槻の二葉  

  

じょうぶな体をつくろう 

１月の生活目標 
児童数 男子 186 名 女子 201 名 計 387 名 

学校の教育目標 

  豊かな心をもち、自己の能

力（よさ）を最大限に発揮でき

る、心身共に健全な子どもを育

成する。 

６年薬物乱用防止教室
１２月１９日（火）に、岩槻ライオンズクラ

ブの方々を講師としてお招きし、「薬物乱用防

止教室」を開催しまし 

た。講話では、違法薬 

物についての具体的な 

説明がありました。ま 

た、薬物の危険性や誘 

惑に対する断り方等も 

学びました。 

 

１１月３０日（木）に２年生が生活科の学習
として町たんけんを実施しました。子どもたち
が、地域の書店や飲食店などのお店を訪問し、
それぞれ質問をしました。一人ひとりが目的意
識をもって一生懸命に取り組むことができま
した。 

お話朝会 
１１月２８日（火）にお話朝会がありまし

た。校長先生からは、人権とは、「みんなが笑
顔で楽しく生活できる」こと、また、高田と
しこさんの詩「水のこころ」に触れながら人
の心を大切にすることについてお話がありま
した。 

表彰朝会
１２月１２日（火）に表彰朝会を行いました。

２学期に様々な分野で 

活躍した児童へ校長先 

生から賞状が手渡され 

ました。各教室から称 

賛の拍手が響く中、子 

どもたちは、笑顔で賞 

状を受け取りました。 
 

※６時間授業【給食あり】……１５：３０頃下校 

※５時間授業【給食あり】……１４：４５頃下校 

  

「戦 国 策 」と い う中国の 古 い 本 に 、『 行 百 里 者 半 於 九 十 （百 里 を 行 く 者 は 、九 十 を 半 ば と す ）』 と あ り 
ま す 。 「百 里 の 道 の り を 行 く 者 は 、九 十 里 ま で や っ て 来 た 時 、こ れ で や っ と 半 分 や っ て 来 た 、と 考 え 
る べ き で あ る 」と い う 意 味 で す 。百 里 の 半 分 は 五 十 里 な の に 、九 十 里 を 半 分 の 道 の り だ と 考 え な さ 
い と 言 う の で す 。 計 算 が 合 い ま せ ん 。な の に あ え て 「九 十 里 ま で 来 た 時 、そ れ が 半 分 の 道 の り だ 」と 
言 う の で す か ら 、こ の 言 葉 は 何 か 特 別 な こ と を 私 た ち に 教 え よ う と し て い る の だ と 思 い ま す 。 実 
際 、こ の 言 葉 は 、「物 事 は 始 め の 方 は 易 し い け れ ど 、終 わ り の 方 は 難 し い も の だ 」と か 「物 事 の 終 わ り 
が 近 づ い て も 、決 し て 気 を 緩 め る こ と な く 最 後 ま で 努 力 し な け れ ば な ら な い 」と か い っ た こ と を 教 
え て く れ る も の で す 。こ の 三 学 期 が 終 わ れ ば 、皆 さ ん は 一 学 年 ず つ 大 き く な り ま す 。そ の 意 味 で 、
三 学 期 は 皆 さ ん が 大 き く 飛 躍 す る た め の 準 備 期 間 であり、締 め く く り の 期 間 でもあるの で す 。締 め 
く く り が き ち ん と で き て こ そ 、さ す が 岩槻小の子 ど も 達 です。開校１５１年目の伝統ある岩槻小の子とし
ての誇りをもち、 『 行 百 里 者 半 於 九 十 （百 里 を 行 く 者 は 、九 十 を 半 ば と す ）』 の 言 葉 通 り 、気 を 緩 め る 
こ と な く 、三 学 期 を 最 後 ま で 「あいさつ  笑顔  チャレンジ」いっぱいになるように頑張ってほしいと思
います。そして、みんなで「有終の美」を飾れるようにしましょう。 

 


